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白血病例19，内，リンパ性白血肉腫を含むリンパh性白血病 5 ，急性骨髄性白血病 5 ，慢性骨髄性 2 ，単
球性白血病 3 ，緑色腫性白血病 2 ，慢性赤白血病 1 ，急性赤血病 1
悪性リンパ腺腫12，内，リンパ肉腫 6 ，ホジキン氏病 3 ，細網肉腫 3 ，


























( 3) (1) (2) により白血病に於けるリンパ流の役割が血流に於げると同等の重要性を示すものとする。
( 4 ) 悪性の上皮性腫療の内，胸管内に腫場細胞を認める例は原発部位の如何を聞はず，大部分が後腹
膜に腫場増殖のある乙とを実証した。
( 5 ) 血液性疾患の多くは胸管内にも出血を認める。
( 6 ) 腹腔臓器の炎症の際に胸管を介して炎症細胞が移動し胸管内に膿血栓を造るに至るものがある。












6 例， その他， 事故死を合む他疾患30例の胸管を病理解剖で略全長採取し連続切片を作成して， 腫場細
胞，異常細胞の見落しを可能なる限り防止した。
その結果胸管に於ては白血病悪性リンパ腺腫共本質的に具らない腫湯性侵襲を示し一部のものでは壁の
腫虜置換や血栓による栓塞及び閉塞等の所見をf守た。叉この病態は府及び一部の肉腫に於ても浸潤様式の
機構に於て全く具らないことを認めた。更に他臓器のリンパ道に於ても多数の白血病細胞が流入浸潤して
胸管内所見と概ね並行し，組織学上で白血病浸潤として認められるのは主としてこの経路の浸潤によるも
のである事を認めた。
更に炎症性疾患や類白血病反応に於げる胸管内細胞所見が調べられ，血液疾患では多く出血のあること
が実証された。
叉連続切片によって胸管内細胞数を求めて比較値ではあるが，間質的炎症を伴う肝炎，肝硬変で胸管リ
ンパのリンパ球数が異常に増加することを認めた。
以上本研究は白血病の侵襲は血液にのみ起るのではなく，むしろリンパ道を経路としての病変拡大が本
質的に重要であることを示し，白血病の臓器組織の変化は乙の機構が主因であることが癌等と同等である
ことを提唱するものである。而し更に動物実験を加えた系統的検索によって理論を進めるべきであろう。
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